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以上の手法をモデルに即 して,少 し詳 しく説明 しよう｡3HD系の幾何学的配置は図 1
に示 した通 りで,個々の衝突過程を記述するには同図に示 した 2つの角度変数β,αとディス














































療実条件 (3),(4)をそれぞれ図に表 したものが図 2の ∫+,∫_で,上の写像を用いて
1回写像を施 したものが U+,U_である｡ 明らかにS-S+uS_に安定多様体が含まれ,










引き起こす.一打 < p ≦ 汀の任意のp-一定の縦線は必ず上述の領域 と交わりを持つことを






















得 られるOこの次元 D.Lは図 4からわかるように不安定多様体の横断的構造から得 られる｡
従って,他のハ ミル トン系と同様,位相空間全体の中で不変集合の持つフラクタル次元 β は
D-2Du+1で与えられる｡
これまで使った3HD系というモデルは,相互作用領域からの逃散の仕方が指数関数的
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